
UFC 道路橋床版研究会 

第 10 回技術委員会 議事次第（案） 

 

日時：2024 年 6 月 17 日 13:30～18:00 

 

場所： TKP 大阪淀屋橋カンファレンスセンター ホール B 

 

出席者：資料 10-1 参照 

 

議事次第：  

時間 内容・資料名 進行・説明者名 

13:30～13:35 開会 事務局・運営部会：西川主査 

13:35～13:40 委員長挨拶 内田委員長 

13:40～13:50 出席者紹介（学識委員・新任委員の紹介） 事務局・運営部会：西川主査 

13:50～14:05 前回議事要旨（案）の確認（第 9 回） 前回書記：西川主査 

14:05～14:55 施工部会 2023 年度活動報告 施工部会：齋藤主査 

14:55～15:25 広報部会 2023 年度活動報告 広報部会：松崎主査 

15:25～15:40   休 憩  

15:40～16:30 設計部会 2023 年度活動報告 設計部会：舘主査 

16:30～17:00 話題提供 鹿島建設：新井様、 

事務局運営部会：大島委員 

17:00～17:10 連絡事項 事務局・運営部会：西川主査 

17:10～17:15 閉会 事務局・運営部会：西川主査 

 

資料： 

資料 10-1 技術委員名簿 

資料 10-2 第 9 回技術委員会 議事要旨（案） 

資料 10-3 施工部会 2023 年度活動活動報告（案） 

資料 10-4 広報部会 2023 年度活動活動報告（案） 

資料 10-5 設計部会 2023 年度活動活動報告（案）※設計部会発表者の都合により順番を変更 

資料 10-6 話題提供資料（UFC を用いた事例） 

資料 10-7 連絡事項（予算執行状況、次年度予算案、次年度主査・副主主査、技術委員会の報告書） 

以 上 

進
⾏ 

内
⽥
委
員
⻑ 
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所 属 先 ⽒ 名
(敬称略)

所属部会
（主査◎、副主査〇）

若⼿技術者

6/17
第10回 技術委員会

〇：対⾯参加
△：WEB参加

岐⾩⼤学  名誉教授 内⽥ 裕市 − 〇

埼⽟⼤学  教授 奥井 義昭 − △

神⼾⼤学  准教授 三⽊ 朋広 − 〇

阪神⾼速道路㈱ 技術部 テクニカルエキスパート ⼩坂 崇 広報 〇

阪神⾼速道路㈱ 技術部  ⻄原 知彦 設計・運営 〇

(⼀財)阪神⾼速先進技術研究所 調査役 ⼤⽯ 秀雄 広報 △

NEXCO⻄⽇本コンサルタンツ株式会社 ⼤阪⽀店 主席専⾨役 安⾥ 俊則 施⼯ ✕

㈱IHIインフラ建設 開発部 ⾼⽊ 祐介 施⼯ △

㈱IHIインフラシステム 事業戦略本部 プロポーザル部 部⻑ 宮 地 崇 設計 △

エム・エム ブリッジ㈱ 技術部 設計グループ 主席 新地 洋明 設計 〇

㈱オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社構造部 副部⻑ ⻄川 啓⼆ 設計・運営◎ 〇

㈱オリエンタルコンサルタンツ 本川 亜⼈ 設計・運営 〇

㈱オリエンタルコンサルタンツ 福⽥ 翔太 若⼿技術者 〇

㈱オリエンタルコンサルタンツ 久⾨ 祐介 若⼿技術者 〇

オリエンタル⽩⽯㈱ 本社技術本部 技術研究所 主任研究員 俵  道和 施⼯ △

⿅島建設㈱ ⼟⽊部 担当部⻑ 齋藤 公⽣ 施⼯ 〇

⿅島建設㈱ 技術研究所 担当部⻑ ⼀宮 利通 施⼯ △

⿅島建設㈱ 新井 崇裕 若⼿技術者 〇

⿅島建設㈱ 三⽊ ⼤地 若⼿技術者 〇

カジマ・リノベイト㈱ ⻄⽇本⽀店 ⽀店⻑ ⾦⼦ 光宏 広報○ 〇

㈱技建 設計室⻑ 宮野 伸介 施⼯ △

ケイコン㈱ 製品事業部 技術部 設計グループ担当次⻑ 松崎  進 広報◎ 〇

㈱建設技術研究所 ⼤阪本社構造部 次⻑ 光川 直宏 設計○ 〇

清⽔建設㈱ ⼟⽊技術本部 橋梁統括部 主査 崎⼭ 郁夫 施⼯ △

昭和コンクリート⼯業㈱ 技術⼯事本部 PC技術部 PC技術三課 課⻑ 柴⽥ 和典 施⼯ ✕

昭和コンクリート⼯業㈱  ⼩林 優太朗 若⼿技術者 〇

㈱総合技術コンサルタント ⼤阪⽀社構造Ⅱ部 次⻑ 渡邉 裕規 設計 〇

⼤成建設㈱ ⼟⽊本部 ⼟⽊技術部 橋梁技術室 ⼤島 邦裕 施⼯・運営○ 〇

⼤成建設㈱ 三⾕ 佑⼀郎 若⼿技術者 〇

⼤⽇本ダイヤコンサルタント㈱ ⼤阪⽀社技術部 構造保全計画室 冨⽥ ⼆郎 設計 〇

⼤⽇本ダイヤコンサルタント㈱  奥⽥ 直⼈ 若⼿技術者 〇

中央復建コンサルタンツ㈱ 構造系部⾨ 技師⻑ 丹⽻ 信弘 広報 〇

中央復建コンサルタンツ㈱ ⻄原 直輝 若⼿技術者 〇

中央コンサルタンツ㈱ ⼤阪⽀店 設計１部３課 課⻑ 井原 貴浩 設計 △

㈱⻑⼤ 構造事業本部 副技師⻑ 舘  浩司 設計◎ 〇

ドーピー建設⼯業㈱ 技術部 課⻑ ⻑⾕川 剛 施⼯ 〇

ドーピー建設⼯業㈱ 齋藤 楓 若⼿技術者 〇

東洋建設㈱ 美浦研究所（材料研究室）主任研究員 森⽥ 浩史 施⼯ △

⽇本⼯営㈱ ⼤阪⽀店 交通都市部 次⻑ 仲村 賢⼀ 設計 △

⽇本コンクリート⼯業㈱ 技術開発部 ⼟⽊・建材グループ 課⻑ ⼭岸 健治 施⼯ △

㈱⽇本構造橋梁研究所 ⼤阪⽀社 設計部 課⻑ 池⽥ 良介 設計 △

パシフィックコンサルタンツ㈱ 交通基盤事業本部 構造技術部 技術課⻑ 岩城 達思 設計 〇

阪神⾼速技研㈱ 技術部 設計課⻑ 堀岡 良則 設計 △

阪神⾼速技術(株) 技術部 技術研修課 課⻑ 宇野津 哲哉 施⼯ 〇

㈱富⼠ピー・エス 技術センター エンジニヤリンググループ サブリーダー ⼭⼝ 光俊 施⼯ △

三井住友建設㈱ ⼤阪⽀店 ⼟⽊部技術グループ 鍋⾕ 佳克 施⼯ △

㈱北川鉄⼯所 サンテックカンパニー プラント統括部 技術課 係⻑ ⻲⽥ 尚明 施⼯ △

GCPケミカルズ㈱ 技術部 課⻑代理 澤⽥ 誠⼀ 施⼯ △

神鋼鋼線⼯業(株) 鋼線部⾨⽣産本部 尼崎事業所 技術部 部⻑ 細居 清剛 施⼯ 〇

神鋼鋼線⼯業(株)  荒⽊ 茂 若⼿技術者 〇

神鋼鋼線⼯業(株)  有路 亮平 若⼿技術者 〇

住友電気⼯業㈱ 特殊線事業部 PC技術部⻑ 松原 喜之 施⼯ 〇

デンカ㈱ エラストマー・インフラソリューション部⾨ 特殊混和材部 技術・マーケティンググループ ⽔野 博貴 施⼯ ✕

東京製綱インターナショナル㈱ 営業企画部 兼 技術本部 榎本 剛 広報 〇

東京製綱インターナショナル㈱  安⻄ 新 若⼿技術者 〇

（敬称略） 若⼿技術者：12名 会場：34名
WEB：18名

UFC道路橋床版研究会 技術委員会 名簿

役 職

委員⻑

⼀般
会員

賛助
会員

委 員

有識者

特別
会員

資料番号 10-1

提出者 ⻄川委員

年 ⽉ ⽇ 2024年6⽉17⽇

第10回技術委員会
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2023年度
施工部会 活動報告

施工部会 齋藤公生

10-3資料番号

齋藤委員提 出 者

2024年6月17日年 月 日

第10回技術委員会
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■ 施工部会の活動テーマ

使用材料，製作および施工面でＵＦＣ道路橋床版の価
格低減(生産性向上)の可能性を追及する。

【材料ＷＧ】 求められる強度材料の提案
UFC道路橋床版に求められる強度レベルのUFC材料を提案する。
力学性能，耐久性，コスト，CO2排出量等を，従来のUFC材料と比
較し，UFC床版価格低減の可能性を検討する。

【製作ＷＧ】 製作手順の標準化(合理化)による価格低減
UFC道路橋床版の特徴を考慮した標準的な製作手順を構築したう
えで，製品価格低減に繋がる製作方法の合理化を検討する。

【施工ＷＧ】 構造検討への施工性の反映
他の床版に対するUFC道路橋床版の施工面での優位性を明らか
にする。

2
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材料WG活動中間報告

WGリーダー 一宮利通
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【材料ＷＧ】中長期的な目標(2022年～2024年)

目標：求められる強度に応じたUFC材料の提案
【課 題】

UFCは圧縮強度が高く，UFC床版に発生する圧縮応力に対して
余剰がある。余剰強度の得るために価格が高くなる可能性がある。

【目 標】
UFC床版に求められる強度レベルのUFC材料を提案する。
提案したUFC材料について，力学性能，耐久性，コスト，CO2排出
量等の観点で，従来のUFC材料と比較し，価格低減を検討する。

【実施項目】
・求められる強度レベルの設定
・配合設計（2022年度）
・力学性能試験（2022年～2023年度）
・耐久性試験（2024年度実施予定）
・コスト，CO2排出量の観点で，従来のUFCと比較（2024年度）

4
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【材料ＷＧ】2023年度の実施項目

(1)求められる強度レベルの検討
UFCとして最低必要な強度（圧縮強度：150N/mm2，ひび割れ発生
強度：4N/mm2，引張強度：5N/mm2）を初期値として設定し，設計
部会との連携により，UFC床版に求められる強度を検討する。

(2)力学性能試験
2022年度の検討で150N/mm2の圧縮強度が得られた配合に，鋼
繊維を混入し，鋼繊維量をパラメータとして引張強度を検討（80万）
→市販の材料を用いたUFC材料配合の提案

2023年度必要予算：80万円（実績：50万円）

5
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【材料ＷＧ】2023年度の活動方針

(1)求められる強度レベルの検討
設計部会の成果も踏まえて必要に応じて見直す。

(2)力学性能試験
以下の項目について検討し，鋼繊維量をパラメータとした試験練り
により引張強度について検討する。
・マトリクスの配合
・鋼繊維の仕様
・鋼繊維の混入量

・引張強度評価方法

6
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【材料ＷＧ】力学性能試験

マトリクスの配合
・前年度試験で2種類の高強度混和材を用いた配合どちらも150N/mm2以上の
強度が得られた。材料供給を受けやすいΣ2000を標準量混入した配合を採用。

7

M.T(℃) 断⾯積
低速 ⾼速 質量（g） ⾼さ平均(mm) （mm2） （Kg/m3） 平均 材齢3⽇ 平均

441.5 97.0 1964 2317.4 150
445.5 97.7 1964 2321.7 158
444.2 97.3 1964 2324.4 150
448.6 95.8 1964 2384.2 178
451.9 96.1 1964 2394.2 174
447.6 95.5 1964 2386.4 169
447.3 95.5 1964 2384.8 183
447.7 95.6 1964 2384.4 176
454.9 97.5 1964 2375.5 173
441.7 94.8 1964 2372.3 174
443.0 95.0 1964 2374.3 168
446.7 95.6 1964 2379.1 181
437.1 95.2 1964 2337.7 168
437.3 95.1 1964 2341.3 168
438.4 95.5 1964 2337.3 163

1.0 1.0 250×247 (248.5) 3.94 スーパー300N 3.30

271×270 (270.5) 3.5 20 2375 1742.0 1.0

20 2339 166

3 スーパー300N 3.30

3.0 1.0 281×279 (280) 3.9 21 23822 スーパー300N 3.30

5.5 1.0 289×286 (287.5) 3.9

177

1 スーパー300N 3.30

200×200
フローコーンに詰めるが

そのままの形
6.0 22 2321 1536.0    ー

23 2388 174

1 スーパー200 3.00

練混ぜ (分) モルタルフロー(mm) 空気量（%） 供試体 ⾒かけ密度 圧縮強度(N/mm2)
№ 種類

SP
（C×%） 練混ぜ直後

W HPC Σ2000 S SP※1 DA※2 密度
1 20.0 0.9 230 1150      ー 1035 3.795 5.75 2422
2 20.0 0.9 230 1100 50 1035 3.795 5.75 2413
3 20.0 0.9 230 1050 100 1035 3.795 5.75 2401
4 20.0 0.9 230 950 200 1035 3.795 5.75 2377

単位量(kg/m3)
●試験配合および使⽤材料

№
W/B
(%)

s/b

Σ2000を用いた配合と
試験結果
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【材料ＷＧ】力学性能試験

鋼繊維の仕様
・鋼繊維の種類：UFCで実績のある鋼繊維（直径0.2mm，引張強度
2000N/mm2以上）を採用。
・鋼繊維の長さ：UFCではある22mmと15mmの実績があるが，鋼繊維長を長く
して混入量を低減しつつ，取扱いしやすいように22mmと15mmの中間の中間
である18mmを採用。

8鋼繊維の長さと混入率をパラメータとした検討例
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【材料ＷＧ】力学性能試験

鋼繊維の混入量
・混入量をパラメータとして試験（1%，1.25%，1.5%，1.75%）。

9
鋼繊維の長さと混入率をパラメータとした検討例
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【材料ＷＧ】力学性能試験

引張強度評価方法
・引張強度評価方法：UFC指針にしたがって曲げ強度から引張強度に換算して
比較。

10

曲げ強度と引張強度の関係の例
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【材料ＷＧ】力学性能試験

使用材料
・鋼繊維量をパラメータとし，1.00，1.25，1.50，1.75Vol.％を外割で混入する。

11

項目 略記 名称 産地またはメーカー 

水 W 上水道水 GCP ケミカルズ(株)厚木工場内 

セメント HC 早強ポルトランドセメント 太平洋セメント社製 

細骨材 S 細骨材（掛川産砂） 安部川開発社製 

混和材 
SF18 鋼繊維 直径 0.2mm 繊維長 18mm 住友電工社製 

Σ2000 超高強度用混和材 デンカΣ2000 デンカ社製 

混和剤 

SP 
高性能減水剤 スーパー300N 

(ポリカルボン酸系化合物) 
GCP ケミカルズ社製 

DA 
消泡剤 

(非イオン系界面活性剤) 
GCP ケミカルズ社製 
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【材料ＷＧ】力学性能試験

配合と試験水準
・鋼繊維量をパラメータとし，1.00，1.25，1.50，1.75Vol.％を外割で混入する。

12

配合 
W/B 

(%) 

Air 

(%) 

単位量(kg/m3)                  外割(kg) 

W HC Σ2000 S SP DA SF18 

鋼繊維の混入量 1.00% 

20 2.0 224 1020 102 1004 37.0 5.6 

78.5  

鋼繊維の混入量 1.25% 98.1  

鋼繊維の混入量 1.50% 117.8 

鋼繊維の混入量 1.75% 137.4  

養生条件
①前置き：打込み後24時間
②昇温：15 /hr
③最高温度、保持時間：85 ×24時間
④降温：-3 /hr
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【材料ＷＧ】力学性能試験

練混ぜ状況

13
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【材料ＷＧ】力学性能試験

試験結果
・圧縮強度に有意な差はなかった。

14

M.T(℃)
（Kg/m3） 平均 材齢3⽇ 平均

2411.2 164
2402.4 164
2400.0 157
2427.6 162
2426.7 162
2439.1 157
2435.5 169
2449.5 157
2424.6 164
2453.9 167
2450.2 158
2445.8 159

163

4 鋼繊維 1.75% 2.80 251×228 (239.5) 2.5 26.2 2450 161

2431 160

3 鋼繊維 1.50% 2.80 256×247 (251.5) 2.6 25.7 2437

25.7 2405 162

2 鋼繊維 1.25% 2.80 272×271 (272) 2.6 24.0

⾒かけ密度 圧縮強度(N/mm2)
練混ぜ直後

1 鋼繊維 1.00% 2.80 260×254 (257) 2.7

№ 種類
SP

（B×%）
モルタルフロー(mm) 空気量
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【材料ＷＧ】力学性能試験

試験結果
・曲げ強度から換算した引張強度は，いずれもUFC指針の定義5N/mm2以上で
あった。

15

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0 0.5 1 1.5 2

引
張

強
度
(N
/m

m
2)

鋼繊維混入量(Vol.%)
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【材料ＷＧ】2024年度の実施項目

(1)耐久性試験
2023年度に検討した配合のマトリクスを用いた試験体を塩水に浸

漬し，塩化物イオン浸透を計測して塩化物イオン浸透に対する抵抗
性を確認する。（72万円）

(2)コスト検討
2023年度に検討した配合について，コストをUFCと比較検討する。

(3)CO2排出量検討
2023年度に検討した配合について，CO2排出量をUFCと比較検
討する。

2024年度必要予算：72万円

16
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【材料ＷＧ】活動スケジュール

17

4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉ 4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉ 4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉
既往の研究事例調査
求める強度レベルの設定
配合設計
⼒学性能試験
耐久性試験
コスト検討
CO2排出量検討

2022年度 2023年度 2024年度
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製作WG活動報告

WGリーダー 山口 光俊
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【製作ＷＧ】 中長期的な目標(2022年～2024年)

目標：製作手順の標準化（合理化）による価格低減
【課 題】
適用実績の少ないUFC床版では，工場での製作手順の標準化が
進んでいない。UFC床版の特徴を考慮して製作手順を標準化する
ことで，価格低減の可能性がある。

【目 標】
UFC道路橋床版の特徴を考慮した標準的な製作手順を構築したう
えで，製品価格低減に繋がる製作方法の合理化を検討する。

【実施項目】
・製作設備を保有する会員会社へのアンケート実施（2022年度）
・平板型UFC床版製作実績の整理（2022年度）
・平板型UFC床版製作歩掛りの整備（2023年度）
・平板型UFC床版製作枚数と製造期間の関係を検討（2024年度）
・平板型UFC床版，ワッフル型UFC床版の製作合理化の検討

19
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【製作ＷＧ】 2023～2024年度の実施項目

(1)製作手順の標準化
2022年度に実施済みのアンケート結果を基に，
標準となる製作工程案を作成する。

(2)製造歩掛りの整備
平板型での製造規模，製造サイクルを仮定（2～3日）し,
製造歩掛りを検討する。

(3)平板型製造方法の合理化検討

平板型の製造において、設備、工程、製品形状・仕様など多面的
な観点で生産性向上の可能性について検討する。

20
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【製作ＷＧ】 2023年度の活動報告

(1)製作手順の標準化

【工場の製造設備】
・UFCの1バッチの練り混ぜ時間は約30分、練り混ぜ効率を

考慮すると錬り上がり量はプラント容量の8割程度
・UFC専用の材料を使用することによるサイロ確保
・緊張可能な製造ベンチの確保

PC工場の製造能力に関するヒアリングを実施
①バッチャープラントの練り混ぜ能力（容量、基数）
②セメントサイロ、骨材サイロの保有数
③製造ベンチのライン数、緊張能力

21
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【製作ＷＧ】 2023年度の活動報告

(1)製作手順の標準化

22

①バッチャープラント
・1基保有が多い
・1.0～1.5m3が多い

（UFC: 0.8～1.2m3）

②セメント・骨材サイロ
・複数保有が多いが

他製品との調整が必要

③製造ベンチ
（ライン数、緊張能力）
・複数保有が多いが、

他製品との調整が必要
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【製作ＷＧ】 2023年度の活動報告

(2)製造歩掛りの整備

【仮定条件】
・作業時間は8:00～17:00（残業規制考慮）
・プラント能力1.0m3練り/バッチ
・平板型1枚当たり必要数量3m3（3バッチ）とし、午前中で6バッチ
・鋼繊維ほぐし・事前計量は、2名体制で2.5h/バッチ
・鋼繊維荷揚げ・投入は、2名体制で0.5h/バッチ
・打設は午前中完了、金ゴテ仕上げは打設完了から3H以降
・ストックヤードに2次養生設備を複数配置（4枚養生/設備）

2～3枚/日の製造サイクルの人員配置（想定）をヒアリング

23
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【製作ＷＧ】 2023年度の活動報告

(2)製造歩掛りの整備
製造サイクル （ロングライン案： 2枠打設/日）

24

職員配置： 各ラインに1～2名， プラント管理： 1名
協力会社： 各ラインに6～8名、鋼繊維のほぐし・事前計量・荷揚げ・投入に2名、

仕上げ・養生に2～4名
-30-



【製作ＷＧ】活動スケジュール

25

全体スケジュール

2022年 2023年度 2024年度

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

２０２３年度スケジュール

2023年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 ワッフル型製作法合理化の検討

平板型標準製作手順の作成

製造規模・製造サイクルの設定

平板型製造歩掛りの検討

製造WG開催

アンケートの実施

平板型製作手順の標準化

平板型UFC床版製作実績の調
査

 ワッフル型製作法合理化の検討

平板型製造歩掛りの整備

平板型製作法合理化の検討

11/22
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施工WG活動報告

WGリーダー 齋藤 公生
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【施工ＷＧ】中長期的な目標(2022年～2024年)

目 標：施工におけるＵＦＣ床版のメリットの明確化
【課 題】
適用実績の少なく，特異な構造のUFC床版では，軽量化・薄肉化
による施工上のメリットが定量的に示されていない。

【目 標】
床版取替時の鋼桁補強量や架設機械・架設方法の違いをPCaPC
床版と比較し，UFC床版のメリットを明らかにする。

【実施項目】
・非合成鈑桁橋でのPCaPC床版との更新工事の比較（2022年度）
・合成鈑桁橋でのPCaPC床版との更新工事の比較
（2023年度，2024年度）

27
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【施工ＷＧ】2023年度の実施項目

(1) 検討対象橋の選定
PCaPC床版への取替えの結果，鋼桁補強が必要となった
合成鈑桁橋を過去の実績から選定する。

(2) 床版割付図の作成
選定した合成鈑桁橋について，
平板型UFC床版に取り替えるとした場合の割付図を作成する。

2023年度活動予算：無し

28
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【施工ＷＧ】 検討対象橋の選定

合成鈑桁橋での床版取替えで，完成時に鋼桁補強が必要となった
２事例（A橋，B橋）を選定した。

29

B橋A橋

35.300m37.200m橋 長

12.900m12.900m幅 員

鋼単純合成鈑桁橋鋼単純合成鈑桁橋構造形式

A=800R=1600m平面線形

50度00分00秒89度20分54秒斜 角

RC床版
増厚時t=270mm

RC床版
建設時t=230mm，増厚時t=280mm

床版構造

アスファルト舗装
t=75mm

アスファルト舗装
建設時t=75mm，増厚時t=50mm

舗 装
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【施工ＷＧ】 A橋PCaPC床版割付図

30
-36-



31

【施工ＷＧ】 A橋UFC床版割付図
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【施工ＷＧ】 B橋PCaPC床版割付図
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【施工ＷＧ】 B橋UFC床版割付図
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【施工ＷＧ】 2024年度の実施項目

(1)ＵＦＣ床版での鋼桁補強量の計算
2023年度に作成した平板型UFC床版の割付図を対象として，格子
解析により完成時の鋼桁補強量を算定する。（129万円）

2024年度必要予算：129万円

34
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【施工ＷＧ】活動スケジュール

35

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

２０２３年度スケジュール
2023年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

▼9/28技術委員会 ▼12/11技術委員会

▼11/14 ▼12/14 ▼2/19

▼10/19構造検討WG

施工WGの開催

 構造検討への施工性の反映

検討対象橋の選定（活動方法）

架設計画

合成鈑桁での更新工事の比較

非合成鈑桁での更新工事の比較

合成鈑桁での更新工事の比較

 構造検討への施工性の反映

-41-



2023年度
広報部会の活動報告

広報部会 松﨑 進

10‐5資料番号

松﨑委員提出者

2024年6月17日年月日

第10回技術委員会
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① 研究会ホームページの更新

2

活動内容

1. 公開ページ更新

• 建設技術展でご紹介した動画お

よびパネルの公開

• 技術セミナー2024の開催報告。

資料および動画アーカイブを公

開

• 施工実績の追加（神戸線）

• 技術委員会開催記録更新

2. 会員限定ページの更新

• 技術委員会資料（第7～9回）

• マニュアル（2023/10更新）

• コーヒーブレイク開催報告

【会員限定ページ】
https://www.ufcdeck.com/members/
（アカウント: ufc，パスワード: 2022ufcdeck）
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② 建設技術展 出展

建設技術展2023 近畿に出展 11/1〜2
〇パネル３枚の展⽰
〇PR動画の放映
〇UFC床版模型の展⽰
〇展⽰パネルとPR動画閲覧先のURLの⼊ったカードの配布

3
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② 建設技術展 出展

〇展⽰パネルを３枚作成

4

https://www.ufcdeck.com/tech_intro/tech_intro_231019.pdf
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② 建設技術展 出展

〇PR動画の作成

5

https://vimeo.com/869442932/0c1ebd09bc
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② 建設技術展 出展

〇建設技術展全体の来場者数(主催者発表) 17,165⼈
〇当研究会のブース来場者数 108⼈

6

人数分野

20コンサルタント

20PC・コンクリート製品メーカー

14官庁

12阪高グループ

9維持・付属物メーカー

5ゼネコン

4橋梁メーカー

1舗装会社

1学校

22その他

※カード配布枚数 176枚
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② 建設技術展 出展

〇主な質問
・実績はあるのでしょうか。
・UFC床版の重量はどれくらいでしょうか。
・UFCの強度はどれくらいでしょうか。

〇次回に向けての提案
・UFCで使⽤する材料の展⽰
・もう少し⽬を引く模型の展⽰（発泡スチロールで製作等）
・リーフレットの配布
・施⼯写真を充実させる
・技術セミナーの案内を配る
・学⽣に積極的に声掛けする

7
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② 建設技術展 出展

8

準備 撤収
10⽉31⽇ 11⽉2⽇

9：00〜17：00 9：30〜13：00 13：00〜17：00 9：30〜13：00 13：00〜16：45 17:00〜
⼩坂委員 〇
丹⽻委員 〇
松﨑主査 〇 〇
榎本委員 〇
⾦⼦副主査 〇
⼤⽯委員 〇 〇 〇
齋藤主査 〇
⼀宮委員 〇

設計部会 舘主査 〇 〇

UFC技術対応チーム 
準備

10⽉31⽇
9：00〜17：00 9：30〜13：00 13：00〜17：00 9：30〜13：00 13：00〜16：45

--- 〇
--- 〇
---
--- 〇⼤島副主査

⼀宮委員
齋藤主査
⼩坂委員

広報部会

施⼯部会

展⽰ 運営
11⽉1⽇ 11⽉2⽇

展⽰ 運営
11⽉1⽇ 11⽉2⽇
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④ 現場・工場見学会の開催

現場見学会

５月の神戸線リニューアル工事を見学

開 催 日：令和５年５月２５日（木）
参加人数：１７名
見学行程：
⇒13:00 現場事務所出発
⇒UFC床版施工現場見学
⇒15:00 現場事務所帰着・解散

9
-50-



⑤ UFC床版 技術セミナー2024
• 2024年1月26日に開催

• 会場(阪神高速先進技術研究所)

とオンライン(teamsライブイベ

ント)の併用形式で技術セミナー

2024を開催。当日は150名以上の

方にご参加頂いた。

• 内田会長の御挨拶からスタート

し、4名の講師がUFC床版や関連

する特論について講演した。

10
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⑤ UFC床版 技術セミナー2024

配布資料，動画アーカイブ

11

https://www.ufcdeck.com/tech2024/
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⑤ UFC床版 技術セミナー2024

• 申し込み：176名，参加：会場 約20名，オンライン 約130名

• アンケート回答：86名

12
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UFC 2024
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UFC 2024
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UFC 2024
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UFC 2024
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⑧UFC床版コーヒーブレイク

 日時：２０２３年８月３日（木）

１０：３０～１２：００

 対象者：製作・施工系の会社さま

（対面６名＋web聴講１名）

 講師として三木先生、齋藤委員が参加

 齋藤委員による話題提供の後、
事前アンケート２題の回答を基に、
60分間ディスカッションを実施

17

◎UFC床版コーヒーブレイクとは・・・
気軽な雰囲気でUFCに関して活発なディスカッションをしてもらいたいという

コンセプトで企画する研究会会員会社向けの技術ミーティング
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⑧UFC床版コーヒーブレイク

 事前アンケート内容と回答

Q１ UFCの技術を床版以外の使い道について何かアイデアをお願いします

18

【回答一覧】
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⑧UFC床版コーヒーブレイク

 事前アンケート内容と回答

Q２ UFC床版を新設橋や床版取替え設計に適用すると想定して、聞きたいこと

19

【回答一覧】

-60-



⑧UFC床版コーヒーブレイク

 事前アンケート内容と回答

20

【回答一覧】
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⑧UFC床版コーヒーブレイク

 事前アンケート内容と回答

21

【回答一覧】
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⑧UFC床版コーヒーブレイク

 事前アンケート内容と回答

22

【回答一覧】
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⑧UFC床版コーヒーブレイク

 事前アンケート内容と回答

23

【回答一覧】
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・その他

③ 新聞･雑誌･webへの広告記事の掲載発信
⇒2023年度は特に無し。

⑥ パンフレットの製作
⑦ ノベルティグッズの製作

⇒何れも2023年度は予算の都合上見送りとした。

-65-



R5年度予算執行状況（広報部会)
○R５年４月１日～R６年３月３１日）

活動項⽬
当初予算

(総会議案書)
修正

(2023/9)
執⾏済み(確定)
（2024/3/31）

差分 備考

①ホームページ 0 0 0 0
②技術展⽰ 800,000 797,357 797,280 ▲ 2,720 建設技術展出展費⽤+パネル制作費
③広告掲載 200,000 200,000 ▲ 200,000
④現場⾒学 100,000 129,000 129,000 29,000 5⽉に実施済み，下半期は未定
⑤技術セミナー 110,000 85,000 110,000 0 R6.1⽉に実施済み
⑥PR動画・パンフレット 900,000 1,067,000 1,067,000 167,000 PR動画作成のみ作成
⑦ノベルティ 100,000 0 0 ▲ 100,000
⑧技術ミーティング 60,000 20,000 20,000 ▲ 40,000 8⽉に実施済み，下半期は実施なし

合計(消費税込み) 2,270,000 2,298,357 2,123,280 ▲ 146,720
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2023年度
設計部会 活動報告

設計部会 舘 浩司

資料番号 10‐3

提 出 者 舘委員

年 月 日 2024年6月17日

第10回技術委員会
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１．設計部会 活動報告 概要

■設計部会で取り組んだ議題

2022年度に取り組んだ３つの議題を踏襲しつつ、2つのWGで柔

軟に検討を進めることとした。

①ＵＦＣ床版の性能指標・制限値検証【性能照査WG】

②ＵＦＣ床版橋の最適構造検討【構造検討WG】

③設計/計画に着眼した適用支間長等の検討 【適用支間長検討WG】

■設計部会のＷＧ構成
2022年度 2023年度

性 能 照 査WG 性 能 照 査WG（リーダー：渡邉委員）

構 造 検 討WG 構 造 検 討WG（リーダー：仲村委員）

適用支間長検討WG

2
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１．設計部会 活動報告 概要

■課題検討スケジュール

＜工程表＞

3

：計画 ：実施

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

▲中間報告 ▲成果報告

▲中間報告 ▲成果報告

▲中間報告 ▲成果報告

WG開催      ▲ ▲

▲中間報告 ▲成果報告

▲中間報告 ▲成果報告

※今期 → 次期の計画に見直し

※今期 → 次期の計画に見直し

WG開催 ▲ ▲ ▲ ▲

構造検討WG

活動計画

① UFC床版の床版厚検討

② 中間支点部の負曲げに対する検討

③ UFC床版の細幅箱桁への適用性検討

④ UFC床版橋梁の横荷重に対する検討

2023年 2024年

性能照査WG

活動計画

① UFC床版の活荷重たわみの把握  

② 不等沈下の影響の検討

③ UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討
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１．設計部会 活動報告 概要

■性能照査ＷＧの活動報告 概要

① UFC床版の活荷重たわみの把握

【概要】 疲労耐久性の観点から，活荷重による変形の程度をFEM解析等で確認する。

【状況】 FEM解析でPC床版と比較。 ⇒ 鋼材@130mm、L≧4mでは同等などの結果。

【今後】 構造WGの今後の検討などに反映。

② 不等沈下の影響の検討

【概要】 縦桁やブラケット構造に支持されたUFC床版の不等沈下の影響を検討する。

【状況】 道示と同じ評価方法でUFC床版を検討。

⇒ 横桁ｰ床版支間部は 影響：小 ﾌﾞﾗｹｯﾄｰ箱桁腹板上は 影響：大

【今後】 構造WGの今後の検討などに反映。

4
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１．設計部会 活動報告 概要

■性能照査ＷＧの活動報告 概要

③ UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

【概要】 Ｌ=4mで不連続となっている道示式を補正して適用可能か調査する。

【状況】 補正の可能性と課題を検討。

⇒ 補正の可能性はあるが、ハンチを設けない構造であり、

L≧4ｍ支点部への道示式の適用は問題となる可能性もある。

⇒ 不等沈下の影響と合せてFEM解析等で評価するのが望ましい。

【今後】 構造WGの今後の検討などと合せて検討継続が望ましい。

5
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１．設計部会 活動報告 概要

■構造検討ＷＧの活動報告 概要

① UFC床版の床版厚検討 【中間報告で報告済み】

【概要】 片持版（張出長）と連続版の床版厚との関係を確認する。

【状況】 昨年度の連続版の検討条件に合わせて片持版を検討

⇒ ハンチ無しで合成床版と同程度の張り出し比とできることを確認した。

【今後】 ③UFC床版の細幅箱桁への適応性検討などに活かす。

② 中間支点部の負曲げに対する検討

【概要】 連続合成桁に適用する場合の優位性や課題を確認する。

【状況】 中間支点部で必要となる鋼材量・鋼材配置を検討 ⇒ 現実的な配置が難しい。

鋼桁の板厚UP、桁高UPによる対応効果を検討 ⇒ 抜本的な解決には至っていない。

【今後】 ③の検討（細幅箱桁への適用性）と合せて検討（次期に引き継ぎ）

6
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１．設計部会 活動報告 概要

■構造検討ＷＧの活動中間報告 概要

③ UFC床版の細幅箱桁への適応性検討

【概要】 細幅箱桁に対するUFC床版の適応性、適用の留意点を整理する。

【状況】 ①②の結果を待って検討を具体化する。

⇒②の状況を踏まえ、次期に実施する計画に見直した。

④ UFC床版橋梁の横荷重に対する検討

【概要】 大規模地震などの横荷重に対して検討する。

【状況】 ①②の結果を待って検討を具体化する。

⇒②の状況を踏まえ、次期に実施する計画に見直した。

7
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2023年度活動報告
性能照査WG

WGL 渡邉 裕規
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■2023年度の活動メニュー（案）

① UFC床版の活荷重たわみの把握 【継続】

昨年度の変位・変形に対する調査において，課題と捉えられた疲労耐久
性の観点から，活荷重による変形（たわみ，支点部の回転角）の程度を
FEM解析等で確認する。

② 不等沈下の影響の検討

昨年度の構造検討WGにおける床組構造の検討の課題であった，縦桁や
ブラケット構造に支持されたUFC床版の設計に用いる不等沈下の影響を検
討する

③ UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

昨年度の構造検討WGにおける床版設計の課題であった連続版支点部の
設計曲げモーメントについて，道示式の設定経緯を確認し，設計値の補正
等の可能性を調査する。

2

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

第７回 技術委員会にて報告
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 UFC床版の活荷重たわみの把握

3

【内容】

昨年度の変位・変形に対する調査において，課題と捉えられた疲労耐久性
の観点から，活荷重による変形（たわみ，支点部の回転角）の程度をFEM
解析等で確認する。

・ PC床版等と比較による具体的な課題の予測

・支間長の増大による影響（6ｍ程度以上）

【具体的な検討方針（案）】

① FEM解析によるたわみ，および支点部の回転角の推定
支間長の増大による影響（6ｍ程度以上）を計算

② PC床版等と比較による具体的な課題の予測

※まず計算して数字を出してみる。

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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4

疲労耐久性の観点であるので，主に，F荷重一組によるたわみと支点部の

回転角に着目して，支間長をパラメータに計算する。

 UFC床版の活荷重たわみの把握

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

【載荷荷重】

・疲労の設計荷重（F荷重）

・耐荷性能の設計荷重
（T荷重，組数制限なし）※参考

【標準的な床版モデル】

床版タイプ：平板型UFC床版，PC床版

床版支間 ：橋軸直角方向，

支間長 3.0m～８.0 6.0m

計算モデル：単純版，連続版（３径間）

橋軸方向には無限版相当

1.75m

100kN 100kN

床版支間 L

F荷重１組の単独載荷
･･･日常的な載荷

1.75m 1.0m 1.75m

100kN 100kN 100kN 100kN

床版支間 L

耐荷性能照査用の荷重
（T荷重の複数載荷）
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 UFC床版の活荷重たわみの把握

5

2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6
100

120

140

160

180

200

220

240

260

床
版

厚
（

m
m

）

床版支間 （m）

UFC床版
ａ）鋼材＠130mm

連続版の床版支間と床版厚の関係

UFC床版 ｃ）鋼材＠50mm

130

ケース名 PC鋼材配置

ケースa） 1S15.2  ＠130mm

ケースc） 1S15.2    ＠50mm

※UFC床版は簡易計算（プレストレスを与えた
矩形RC断面計算）による必要床版厚

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

0

100

200

0 2 4 6 8
床版支間長 (m)

単純版 連続版
(支間部)

連続版
(支点部)

【参考】床版支間長と
設計曲げモーメントの関係
（道路橋示方書より）

床
版

の
設

計
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

(k
N
･m

/
m

) 

PC床版
※道示の最小床版厚

t =（30L+110）×0.9

50 30 @35

260 100 480

1780

7
0

3
0

30
1
3
0

30@35 70

100 480 100 260

高さ調整
金具設置
位置

PC鋼材
１S15.2
（36本）

35 27 32 27

100
100

85
100

85

1780

70
3
0

30
13

0

PC鋼材
１S15.2
（14本）
高さ調整
金具設置
位置

ａ）

ｃ）

床版支間≧4.0mで活荷重の
設計曲げモーメント式が
大きく変化
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 UFC床版の活荷重たわみの把握

6

FEM解析モデル

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

各材料の物性値

L 0.4L

床版支間
LL0.4L

3
L

載荷位置

面対称の
境界条件

曲げ要素
（125mm角）

45°

a=500+t

床版厚 t
舗装

500 b=
20
0+
t

20
0材料 ヤング係数

N/mm2

ポアソン
比

UFC床版 4.6×105 0.2

PC床版※ 3.1×105 1/6

輪荷重の載荷

３径間の連続床版と張出部（張出

長=0.4L）を曲げ要素でモデル化

橋軸方向には載荷中心面に面対称

の境界条件を設定し，長さ３Ｌの

１/２モデルとした

輪荷重は床版部分のみが４５°で

荷重分散する条件の載荷面とした

FEM解析の例（PC床版，L=4.0m）

※ σck= 40N/mm2の値を設定
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 UFC床版の活荷重たわみの把握

7

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

た
わ

み
δ

(m
m

)

床版支間 L（ｍ）

UFC床版
ｃ）鋼材＠50mm

PC床版

UFC床版 t=130mm 140 150

160

170

180

190

200

220

240

210

230

F荷重１組の載荷による活荷重たわみ

PC床版は0.5～1.5mm程度で床

版支間5m以上では変化が小さい

UFC床版ａ）鋼材＠130mmでは，

床版支間4m付近でPC床版の２倍

程度となるが，4m以上ではPC床

版と同程度

UFC床版ｃ）鋼材＠50mmでは，

床版支間6m付近で約7mmとPC

床版の5倍程度のたわみ

1.75m

100kN 100kN

床版支間 L

たわみ δ

F荷重１組の単独載荷
･･･日常的な載荷

UFC床版
ａ）鋼材＠130mm

平板型輪荷
重走行試験
L=2.5m

t=130mm
単純版
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 UFC床版の活荷重たわみの把握

8

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

た
わ

み
角

θ
(m

ra
d

)

床版支間 L（ｍ）

UFC床版
ｃ）鋼材＠50mm

PC床版

UFC床版 t=130mm 140

150

160

170

180

190

200

220

240

210

230

F荷重１組の載荷による支点部のたわみ角

PC床版は0.5mrad程度で床版支

間による変化が小さい

UFC床版ａ）鋼材＠130mmでは，

床版支間4m付近でPC床版の３倍

程度となるが，4m以上ではPC床

版と同程度

UFC床版ｃ）鋼材＠50mmでは，

床版支間6m付近で約2.5mradと

PC床版の5倍程度である

1.75m

100kN 100kN

床版支間 L

たわみ角 θ

F荷重１組の単独載荷
･･･日常的な載荷

UFC床版
ａ）鋼材＠130mm
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 UFC床版の活荷重たわみの把握

9

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

た
わ

み
δ

(m
m

)

床版支間 L（ｍ）

UFC床版
ａ）鋼材＠130mm

UFC床版
ｃ）鋼材＠50mm

PC床版

UFC床版 t=130mm

140
150

160
170

180

190

200

220

240

210

230

耐荷性能照査用荷重による活荷重たわみ
1.75m 1.0m 1.75m

100kN 100kN 100kN 100kN

床版支間 L

たわみ δ

耐荷性能照査用の荷重
（T荷重の複数載荷）

PC床版は，床版支間におよそ比

例（δ/L=1/2900～1/1500）

UFC床版ａ）鋼材＠130mmでは，

床版支間4m付近でPC床版の２倍

程度となるが，4m以上ではPC床

版と同程度

UFC床版ｃ）鋼材＠50mmでは，

床 版 支 間 6m 付 近 で 約 19mm

（δ/L＝1/300程度）とPC床版

の5倍程度のたわみ
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【内容】

昨年度の構造検討WGにおける床組構造の検討の課題であった，縦

桁やブラケット構造に支持されたUFC床版の設計に用いる不等沈下

の影響を検討する

【具体的な検討方針（案）】

① 道示式の根拠の確認

② 同じ評価方法でＵＦＣ床版を検討

③ 不等沈下の影響度を確認（付加曲げモーメントを考慮した場合

と、考慮しない場合での設計結果の違いを示す）
 剛性小さく支間が大きいUFC床版は，付加曲げモーメントの影響が小さくなる？

 縦桁等を有する床組の適用性が相対的に高い（構造検討WGの範疇？）

10

 不等沈下の影響の検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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11

道示式 （付録１ 付加曲げモーメント算定図表）

B活荷重では1.25倍

縦桁１本，H＝2.0～3.0m

縦桁２本，H＝1.5～2.5ｍが規定

 UFC床版はＨ＝3.0m以上

以下の箇所で規定

支間部（主鉄筋，配力鉄筋方向）

箱桁腹板上（主鉄筋方向）

【横桁 - 床版支間部 】

 不等沈下の影響の検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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12

【 横桁 - 床版支間部 】

 不等沈下の影響の検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

0

0.25

0.5

0.75

1

1.25

1.5

0 1 2 3 4

H 2.0m
H 2.5m
H 3.0m

    
 

2 

   
   

 

 
   

 
  

 
  

tf/
m

道示付録１ 図付-1.1～1.3より

IQ/IS 2.0

UFC床版 縦桁 横桁
t=130mm

IC = 0.000813m4

(幅1m当り)

Flg：300×20
Web：1300×9
IS = 0.0067m4

Flg：350×14
Web：2200×9
IQ = 0.0198m4

昨年度の検討構造（2主桁・ブラケットあり）

縦桁支間 L = 10.000m
床版支間 H =  3.775m

IQ/IS = 3.0 ， Z = 0.15  グラフより    
  0.1

付加曲げモーメント ΔM =  1.75kN･m/m （B活荷重）

活荷重による設計曲げモーメント M0 =41.8kN･m/m

ΔM / M0 = 0.04
床版支間 H による差が小さい

 Ｈ＝3.0mを準用して試算

付加曲げモーメントは，活荷重による設

計曲げモーメントの４%程度と小さい

0.15

0.1
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13

道示式 （付録１ 付加曲げモーメント算定図表）

【ブラケット  箱桁腹板上 】

B活荷重では1.25倍

H＝1.5～3.0m

 UFC床版はＨ＝3.6m程度

以下の箇所で規定

箱桁腹板上（主鉄筋方向）

 不等沈下の影響の検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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14

【 ブラケット  箱桁腹板上 】

 不等沈下の影響の検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

0 1 2 3 4 5 6 7 8

H 1.5m
H 2.0m
H 2.5m
H 3.0m

    
 

2 

   
   

 

 
   

 
  

 
  

tf/
m

道示付録１ 図付-1.1５～1.18より

IB/IS 2.0

UFC床版 側縦桁 ブラケット
t=130mm

IC = 0.000813m4

(幅1m当り)

Flg：220×18
Web：1100×9
IS = 0.0034m4

Flg：350×22
Web：1300×9
IB = 0.0082m4

昨年度の検討構造（2主桁・ブラケットあり）

縦桁支間 L = 10.000m
床版支間 H =  3.600m

IB/IS = 2.4 ， Z = 0.33  グラフより    
  0.5

付加曲げモーメント ΔM =  8.0kN･m/m （B活荷重）

活荷重による設計曲げモーメント M0 =40.2kN･m/m

ΔM / M0 = 0.20
床版支間 H による差が比較的大きい

 今回はＨ＝3.0mを準用して試算

付加曲げモーメントは，活荷重による設

計曲げモーメントの20%程度と大きい

0.33
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【内容】

昨年度の構造検討WGにおける床版設計の課題であった連続版支点

部の設計曲げモーメントについて，道示式の設定経緯を確認し，設

計値の補正等の可能性を調査する。

【具体的な検討方針（案）】

① 道示式の根拠の確認（L＝4.0m以下と4.0m以上の差）

② 補正の可能性と課題を検討

・補正の根拠とできるUFC床版特有の条件があるか

・具体的な補正の方法とその影響

15

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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床版の
区分

曲げモーメント
の種類

適用支間
（m）

主鉄筋方向の
設計曲げモーメント

単純版 支間曲げモーメント 0＜L≦8 +(0.12L+0.07)P ①

連続版

支間曲げモーメント
（中間支間，端支間）

0＜L≦8 +0.8(0.12L+0.07)P ②

支点曲げモーメント
（中間支点）

0＜L≦4 -0.8(0.12L+0.07)P ③
4＜L≦8 -(0.15L+0.125)P ④

片持版 支点曲げモーメント
0＜L≦1.5 -P･L/(1.30L+0.25) ⑤
1.5＜L≦3 -(0.60L-0.22)P ⑥

0

50

100

150

200

0 2 4 6 8

床
版

の
設

計
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

(k
N
･m

/
m

) 

床版支間長 (m)

道路橋示方書の床版の設計曲げモーメント (kN･m/m)

①

③

②

④

⑤
⑥

片持版

単純版

連続版
(支間部)

連続版
(支点部)

大きさを比較するため絶対値で表示

支間 L(m) L≦2.5 2.5＜L≦4.0 4.0＜L≦8.0

割増係数 1.0 1.0 + (L-2.5)/12 1.125 + (L-4.0)/26

単純版および連続版の割増係数

支間 L(m) L≦1.5 1.5＜L≦3.0

割増係数 1.0 1.0 + (L-1.5)/25

片持版の割増係数

床版支間長と曲げモーメントの比較

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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■ 0＜L≦4mの式〔 M＝ -0.8(0.12L+0.07)P 〕  鋼橋編で規定されていた。

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

S31鋼道示 S46通達以降 備考

単純版 ＋0.5P（L‐1）/（L+0.4） (0.12L+0.07)P
• S31鋼道示は床版支間2＜L≦4mの場合
•連続版の正負はそれぞれ支間部と支点部
• S31鋼道示では衝撃の影響が別途考慮され，
S46～H2道示までは交通量による20%割増し，
H6道示以降はT荷重の規定と支間長2.5m以
上の割増しがある。

連続版
±0.4P（L‐1）/（L+0.4）
 単純版の±80% 単純版の±80%

活荷重による床版の設計曲げモーメント

0
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40
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曲
げ
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ト
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m
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）

支間長 Ｌ （ｍ）

【参考】連続版の設計曲げモーメント

S31鋼道示（T-20）

S46通達
（T-20，20%増）

H6道示（T荷重） S31鋼道示の時代から，連続版は

単純版の±80%の値とされていた

各示方書の記述を確認したが，単

純版の±80%とする理由の記載は

ない
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■ 鋼道路橋設計示方書（昭和31年５月，日本道路協会）

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

鉄筋コンクリート床版を等方性弾性版と仮定し，上に厚さ

5cmの舗装を考え，辺長比については単純版，連続版で

は主鉄筋と直角方向が無限に長い場合について求めた

理論値に対する実用近似式として設定されている。

単純版の場合の載荷状態として図-18.2が示される（版の

C点の最大曲げモーメントを求める場合），連続版に関す

る解説はなし。
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■ 道路橋示方書・同解説 Ⅱ鋼橋編（昭和48年２月，日本道路協会）

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

設計式の根拠は従来の示方書のそれとほとんど同じで，

電子計算機の使用により計算精度を上げて，等方性無限

単純版と等方性無限片持版を対象に計算されている。

連続版の算出方法は以下の通り解説されている。

（ｐ.179）

「以上述べてきたように計算は単純版および片持版のみ

について行ない，連続版については単純版の計算結果を

もとにして近似的につぎのようにして設計値を定めた。

支間が車両進行方向に平行な連続版の主鉄筋方向の

曲げモーメントは中間支間中央および支点上に対して前

示方書と同じくそれぞれ単純版の80%とし，端支間中央に

対しては中間支間中央と単純版中央の平均をとって単純

版の90%としている。（以後省略）」

 記載内容から想像する限り，連続版に対する

計算は実施されていないように思われる。

-92-



20

■ 4＜L≦8mの式〔 M＝ -(0.15L+0.125)P 〕  コンクリート橋編の規定より

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

H14 道路橋示方書・同解説Ⅱ鋼橋編 8.3.4 床版の設計曲げモーメント 解説（ｐ.261）より

連続版の支間が4mをこえる場合の中間支点の支点曲げモーメント及び片持版の支間が1.5mをこえる

場合の支点曲げモーメントは，コンクリート橋における床版の設計曲げモーメントである。鋼橋とコン

クリート橋ではけたによる支持条件が異なるため，これらの設計曲げモーメントが異なるが，少なくと

もコンクリート橋の設計曲げモーメントを用いれば，安全側の設計となるためこのように規定した。

玉越隆史，川端篤敬：鋼
道路橋床版の設計と留意
点 －道路橋示方書改定
について，第3回道路橋
床版シンポジウム講演論
文集，20０3.6

•コンクリート橋の設計
曲げモーメントの妥当
性について，FEM解析
により検証されている

•設計曲げモーメント式
が衝撃を考慮した解析
値をほぼ上回る
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東山浩士，久保圭吾，大久保宣人，桐川潔：
道路橋床版の設計曲げモーメントに関する検討 －床版の支間方向が車両進行方向
に直角な場合－，構造工学論文集，Vol. 69A，pp.126-138，2023.3

床版の支間方向が車両進行方向に直角な床版を対象に，単純版および連続版に

ついてKirchhoff-Love の仮定に基づく薄板理論による等方性版のFEM 解析

を行われ，より合理的な設計曲げモーメント式が提案されている。

その中で，中間支点曲げモーメントについても検討されており，道路橋示方書

の値より大きくなる傾向にあることが報告されている。

【論文の抜粋】

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

コンクリート橋編の式（L>4m）

に近い傾向にある

L≦4mの現行道示は過小評価か？
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 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

前田幸雄，松井繁之：道路橋ＲＣ床版の設計曲げモーメント式に関する一考察，
土木学会論文報告集，第252号，pp.11-22，1976.8

RC床版に関する種々の未解決の問題に着目して，引張側コンクリートを無視

した断面での直交異方性を考慮した設計曲げモーメント式が提示された。

連続版に対しては床版支持桁の不等沈下による影響が大きいことが強調され，

この影響の設計曲げモーメント式への考慮を検討されている。

■ 連続版の検討モデル

4本主桁と5本主桁をもつ連続版を対象

支持桁の剛性は５種類設定。その大きさは相関

剛比Hとして整理されている。

H＝EI/L/Dx

ここに，EI：支持桁の曲げ剛性

Dx：床版の主鉄筋方向の板剛性

一般のプレートガーダー橋ではH=10～15，

トラス橋ではH=2～5程度，H=∞ で剛支持

-96-



24

 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

図ｰ１６ 最大モーメントの相関剛比との関係（中間支点部の結果の抜粋）

支点上の曲げモーメントは図一16で明らかなように，H=∞ の本解析値は現行示方書設

計値の約2倍もなる。

一方，支持桁の不等沈下を考慮すると，支間部とは逆

に，H=∞のものから約25～30%も減少する。しか

し，床版スパンが3m以上の範囲では，依然として設

計値を上回っており，注意を払う必要がある。

※示方書設計値は鋼橋編の値

約2倍

示方書

本解析値

示方書

本解析値

約2倍

■ 検討結果
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 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

実橋では，一般にハンチを設けるためこの過大なモーメントを受けても実応力は許容値

を越えない場合もあると考えられるが，床版破損調査を行った場合，支持桁上の床版上

側にひびわれ発生が発見されることが多いことは，このような過大なモーメントの発生

があったものと考えてよいだろう。

よって，支点モーメントについても，示方書の単純版の80%とする規定は危険側と考え

られ，適切なモーメント式の提案が必要である。

 ハンチを設けない構造のUFC床版では，床版支間4m以下の連続版において，

支点部を道示の設計曲げモーメントで設計することは問題となる可能性が高い。

 一方で，不等沈下の影響も比較的大きい可能性もあることから，床組を含めた

FEM解析等で床版の設計や曲げモーメントの評価等を行うことが望ましいと

いえる。

■ 検討結果（続き）

【結論】
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

道示の設計曲げモーメントと，FEM解析による曲げモーメントにより設計を行う場合につ

いて，支間長4m以下と4m以上の状況を整理すると以下の通り。

若干危険側の評価となる可能性
 ハンチのないUFC床版では

損傷が懸念される

道示式による
支点部の設計

FEM解析に

よる設計

道示式より若干大きな値を与える
 補強となる

道示式より若干小さな値を与える
 床板厚を薄くできる（可能か？）

0.8M0

0.8M0

M0：単純版の設計曲げモーメント

：FEM解析

：道示式

床版支間Ｌ＝４ｍ以下 床版支間Ｌ＝４ｍ以上

0.8M0

：FEM解析

：道示式
曲げ

モーメント
のイメージ

過度に安全側の評価となる可能性
 ハンチのないUFC床版では

床版厚の増加が必要

設計に
支配的な値
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構造検討ＷＧ；2023年度の活動メニュー

2

■構造検討ＷＧの活動メニュー

①UFC床版の床版厚検討・・・・・片持版[張出部] （活動報告）
UFC床版はハンチなしの構造であるため，張出部で必要
となる床版厚も床版厚の決定要因となる．

②中間支点部の負曲げに対する検討 （活動報告）
コンクリート系床版を有する鋼桁の連続桁構造では避け
られない構造部位の設計方針を提示する．
また連続合成桁とした場合，
昨年度の適用支間長検討結果に与える影響を考察する．
◆支間中央部での優位性（鋼桁断面の縮小効果）
◆中間支点部の対策影響と経済的適用支間長の限界有無
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③UFC床版の細幅箱桁への適応性検討・・・・・次期活動
現状において箱桁形式の主流となりつつある細幅箱桁に
対するUFC床版の適応性と適用に際しての留意点を整理
する．

④UFC床版橋梁の横荷重に対する検討・・・・・次期活動
大規模地震などで上部構造に作用する横荷重について
の構造検討
◆床版厚が薄いUFC床版の荷重抵抗要素としての適否
◆UFC床版と鋼構造の荷重分担
◆横荷重に対する細部ディテールの提案

構造検討ＷＧ；2023年度の活動メニュー
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構造検討ＷＧの活動報告

①UFC床版の床版厚検討・・・・・片持版[張出部]

(1)検討条件

最小床版厚 ⇒ 130mm[右図参照]

ＰＣ鋼材 ⇒ 1S15.2

鋼材配置 ⇒ @130mm,@50mm

※連続版の検討条件と整合を図る．

＜鋼材配置@130mmのイメージ＞ ＜鋼材配置@50mmのイメージ＞

＜最小床版厚＞
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構造検討ＷＧの活動報告

(2)床版支間と床版厚の関係 注記)床版支間；Ｔ荷重に対する支間

鋼材配置_@130mm

鋼材配置_@50mm

130mm

最小床版厚[130mm]で適用可能な

片持版の床版支間長

鋼材配置@130mm ⇒ 1.1m

鋼材配置@50mm  ⇒ 2.4m
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構造検討ＷＧの活動報告

(2)床版支間と床版厚の関係 （続き）

◆床版支間部と片持版の床版支間比

鋼材配置@130mm ⇒ 4.0：1.1 ≒ 1.0：0.275

鋼材配置@50mm ⇒ 5.8：2.4 ≒ 1.0：0.414

※最小床版厚[130mm]に着目,支間部の床版支間長は昨年度の結果

◆合成床版の設計資料で示される1：0.4は「主桁間隔に対す
る床版張り出し長の比」であるため，右図の想定で比率を
換算すると以下のようになる．

鋼材配置@130mm ⇒ 1.0：0.420

鋼材配置@50mm  ⇒ 1.0：0.514

以上より,概ね1:0.4で計画可能
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構造検討ＷＧの活動報告

(3)床版支間と設計曲げモーメント(道示式)の関係

連続版;中間支点部
設計曲げモーメント

片持版
設計曲げモーメント

主桁間隔と床版張り出し長の比を1:0.4とした場合

片持版の道示式変化点
床版支間：L=1.5m
※換算支間長[床版支間部]

(1.5+0.25+0.33)/0.4=5.2m
片持版で床版を設定

連続版の道示式不連続点
床版支間：L=4.0m

連続版で床版を設定

片持版の床版支間長は床版支間部[主桁間隔]
に換算した支間長 ⇒ 床版張り出し長/0.4
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構造検討ＷＧの活動報告

(4)現状のまとめ

1)最小床版厚[130mm]で応力の制限値を満足する片持
版の床版支間長は下記の通り

＜Ｔ荷重に対する支間＞
鋼材配置@130mm ⇒ 1.1m 床版支間比_1:0.275
鋼材配置@50mm ⇒ 2.4m 床版支間比_1:0.414

＜床版張り出し長＞
鋼材配置@130mm ⇒ 1.68m 床版支間比_1:0.420
鋼材配置@50mm  ⇒ 2.98m 床版支間比_1:0.514

※床版支間比=主桁間隔：Ｔ荷重支間or床版張出長
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構造検討ＷＧの活動報告

2)床版の設計曲げモーメント(道示式)に着眼した場
合の傾向は下記の通り ※床版支間比1:0.4の場合

連続版のモーメント不連続点[L=4.0m]を境にして
＜床版支間_L=4.0m以下＞

片持版と連続版の設計曲げモーメントは近しい
値となるが，若干片持版が大きくなる

＜床版支間_L=4.1m以上＞
連続版の設計曲げモーメントが明らかに大きい

追記）
◆連続版の設計曲げモーメントは4mを境に不連続
◆片持版の設計曲げモーメントは1.5mを境に傾向が

変化するものの連続的な変化を呈する
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構造検討ＷＧの活動報告

①中間支点部の負曲げに対する検討

(1)検討モデル
－側面図－(3径間モデル)

－上部工標準断面－(2主桁/ブラケットあり)

＜配力筋方向；ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝＰＣ鋼材＞
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構造検討ＷＧの活動報告

(2)必要プレストレス量・・・（2主桁/ブラケットあり）

中間支点部の負曲げ領域におけるUFC床版の引張応力をキャンセル
するために必要となるプレストレス量を算定

合成桁の主桁作用による床版引張・・・・・25.1N/mm2

床版作用[配力筋方向]による床版引張・・・0.0N/mm2 ※1

※昨年6月報告時に床版作用応力があると報告していましたが、床版作用の応力は

正曲げのみだったため、違算でした(中間支点上には床版作用の応力を考慮しない)。

床版全幅で計算[引張を許容しないフルプレストレス力]

25.1N/mm2×20,250mm×130mm = 6.608×104kN

必要ＰＣ鋼材量

6.608×104kN/524.2kN = 126.1本 ⇒ 127本[SWPR19_1S28.6]

※床版全幅での単純ピッチ ⇒ 20,250/127 ≒ 159mm
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構造検討ＷＧの活動報告

(3)ＰＣ鋼材配置・・・（2主桁/ブラケットあり）

ポストテンションケーブルのみで中間支点部の床版引張を解消する
場合は，127本以上、全幅換算1S28.6@159mmを配置すれば可能となる．

※シース径φ53mmで純間隔1/2φの確保が可能

実構造では下図のようにケーブル制約を考慮すると@120mmの配置が
必要となる（実績:玉出入路@200mmと比べると間隔が小さい)．

実構造では主桁･縦桁上フランジでポステン
ケーブル配置が制約を受ける
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構造検討ＷＧの活動報告

ポストテンションケーブルの定着部の近接対策

ポストテンションケーブルを@120mmで配置する場合，ケーブル定着
具の配置近接が課題となるが、これは下図のように中間支点上付近を
各横桁間に交差定着パネルを連続･分散させることにより回避が可能．
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構造検討ＷＧの活動報告

《課題》

◎現検討段階では中間支点上の床版をフルプレ状態にするためのポス
テンケーブル量が127本となり，ポステンケーブル配置計画を実施
し@120mmの配置で中間支点上の床版引張応力を解消できる．

定着部の配置も中間支点上付近に交差定着パネルを分散して配置
することにより、定着部の近接の課題も解決できる見込みである。

◆ただし、上記でも実績である玉出出入路の@200mmと比べると60%

程度の短い間隔となる.

ポステンケーブルをより低減するための対策として以下の2種類

程度を考えていたため、事項で「鋼桁の剛性増加による対策」

の効果を検証している。

①支点上ジャッキアップダウン（近年実施していない)

②鋼桁の剛性増加 次項において効果を検証する
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構造検討ＷＧの活動報告

１ 必要鋼材本数;127本 配置可能(@120mm)

２ 必要鋼材本数;129本 配置可能(@115mm)

３ 必要鋼材本数;125本 配置可能(@105mm)

４ 必要鋼材本数;125本 配置可能(@110mm）

１ ２

３ ４

概略設計結果（4ケースに必要なポステンケーブル量）

どのケースでも必要なポステンケーブル本数に差異が無い
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構造検討ＷＧの活動報告

(4)中間支点部の負曲げ対策検討

概略検討４モデルから，下記２ケースを抽出して中間支点部の
負曲げ対策を検討する．

ケース１；２主桁_ブラケットあり
経済性に優れる推奨上部
構造形式（床版厚_130mm）

ケース２；３主桁_ブラケットなし
床版支間長が4m超のため，
床版厚が180mmとなる上部
構造形式

※床版厚が負曲げ対策に与える影響を把握する目的
※床版厚検討結果のフィードバックと床版厚増加が
鋼材断面･鋼重に与える影響についても併せて検証
ができる
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構造検討ＷＧの活動報告

4-1)２主桁_ブラケットあり・・・・・床版厚_130mm

中間支点上の負曲げモーメント対策として，主桁断面剛性[鋼断
面]の影響程度とその効果を検証

＜検討モデル＞

基本モデル；桁高2.9m，フランジ厚_応力制限で設定

検討モデル①；主桁フランジ厚UP
上下フランジ厚_t=100mm

検討モデル②；主桁フランジ厚UP＋桁高UP
上下フランジ厚_t=100mm，桁高3.5m

検討モデル③；主桁フランジ厚UP＋桁高UP
上下フランジ厚_t=70mm，桁高3.5m

※検討モデル③は，桁高をUPさせた状態で検討モデル①と同程
度の床版応力となるフランジ厚を設定
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構造検討ＷＧの活動報告

検討モデル②,③の桁高UPイメージ

縦シームなしで運搬可能な桁高2.9m

→ 中間支点上のみ桁高を 2.9m→3.5m（20％程度)

桁高を増加させて試算
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構造検討ＷＧの活動報告

＜検討結果＞
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構造検討ＷＧの活動報告

検討結果グラフ

フランジ厚UP フランジ厚UP＋桁高UP

対策

フランジ応力に比べ床版応力
の対策感度は低い

主桁フランジ厚UPよりも
桁高UPの方が床版応力の
軽減には有効

桁高2.9m
U-Flg_100mm
L-Flg_100mm

桁高3.5m
U-Flg_100mm
L-Flg_100mm

桁高3.5m
U-Flg_70mm
L-Flg_78mm

桁高2.9m
U-Flg_68mm
L-Flg_58mm

主桁鋼重増も
フランジ厚UP
に大きく影響

検討モデル①と③は
主桁フランジの応力を同値に設定
・床版応力の低減効果；大
・鋼重；減少
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構造検討ＷＧの活動報告

《検討結果の考察》・・・基本モデルをベースにした比較

□主桁フランジ厚UPのみ[検討モデル①]では合成断面の剛度改善効率
が低いため，鋼桁の応力低減[0.80]に対して床版の応力低減[0.94]
で同等の効果を期待できない．

□桁高UP[検討モデル②③]は主桁剛度を有意に改善できるため，鋼桁
及び床版の応力を効率よく低減することができる．

□特に検討モデル①と③の上フランジ応力は同値にも関わらず、③の
床版応力低減率が2倍(6%→12%減)となり、上述が明確に分かる。

□検討モデル③の結果より，応力低減効果の高い桁高UPでも鋼桁の応
力低減[0.80]に対して床版の応力低減[0.88]効果が低いことを確認
できる．

これは，前死荷重⇒鋼断面，後死荷重＆活荷重⇒合成断面により求
められる応力度であることに起因すると考える．

■中間支点上の負曲げモーメント対策は，桁高UPが応力改善及び経済
性[鋼重]において効果的な対策であると言える．

-120-



22

構造検討ＷＧの活動報告

＜検討データ：基本ケース⇒検討モデル①～③によるポステンケーブル配置低減状況＞

・基本ケース128本 検討モデル① 120本(基本ケースからポステンケーブル8本減るのみ）

・検討モデル② 104本 ・検討モデル③ 112本

@120mm

@130mm
@145mm

・ポステンケーブル本数低減･ピッチ増大を期待・仮定していたが、大きな
効果を得られていない。
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構造検討ＷＧの活動報告

＜検討データ：床版応力計算結果 基本ケース⇒検討モデル①～③＞
・基本ケース ・検討モデル①

・検討モデル② ・検討モデル③

・中間支点上床版引張応力の低減率が期待より小さい要因の一つとして
床版応力では後死荷重と活荷重のみ減り、温度差の影響の割合が
大きくそれは減らないため低減比率が小さくなることがあげられる。

基本ケースに対する低減率
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構造検討ＷＧの活動報告

4-2)３主桁_ブラケットなし・・・・・床版厚_180mm

床版支間長が4m超過[4.325m]より，床版厚が180mmになる
ことによる中間支点上の負曲げモーメント対策効果を4-1)床
版厚130mmとの比較により検証する．

＜検討モデル＞

基本モデル；桁高2.9m，フランジ厚_応力制限で設定
※昨年度検討モデル(床版厚_130mm；不足)

検討モデル④；床版厚_180mm (床版厚変更の影響確認)

検討モデル⑤；主桁フランジ厚UP
上下フランジ厚_t=85mm，桁高2.9m

検討モデル⑥；主桁フランジ厚UP
上下フランジ厚_t=100mm，桁高2.9m
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構造検討ＷＧの活動報告

＜検討結果＞
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構造検討ＷＧの活動報告

検討結果グラフ

床版厚130mm
(床版厚不足)

床版厚180mmの標準モデル 主桁フランジ厚UP(桁高UPなし)

U-Flg_57mm
L-Flg_38mm

U-Flg_85mm
L-Flg_85mm

U-Flg_100mm
L-Flg_100mm

フランジ応力に比べ床版応力
の対策感度は低い

床版死荷重_38%増加(130mm⇒180mm)
鋼重増加⇒4%

U-Flg_46mm
L-Flg_25mm
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構造検討ＷＧの活動報告

《検討結果の考察》

□床版厚増加[130mm⇒180mm]により床版死荷重が38%増える
ことで中間支点上のフランジ厚がU-Flgで24%，L-Flgで52%
厚くなるが，支間部のフランジ厚に影響を与える荷重増加
でないため鋼桁鋼重の増加は4%程度に留まる．

□３主桁_ブラケットなし[検討モデル④]は，床版厚が180mm
となることで「２主桁_ブラケットあり[基本モデル]床版厚
130mm」に対し競争力を失う予想であったが，鋼重増加は8%
程度に留まった．

□床版厚が130mm⇒180mmとなることで中間支点上の床版応力
は80%程度に低減されるが，床版面積の増加に伴い必要とな
るポストテンション量が増えPCケーブル配置は@100mmと密
な配置となる．
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構造検討ＷＧの活動報告

《検討結果の考察》

□中間支点上のフランジ厚を厚くしても4-1)２主桁_ブラケッ
トありでの検討結果と同様に床版応力の改善効果は小さい．

鋼桁の応力低減効果＞床版の応力低減効果

□３主桁構造は，２主桁構造に比べて以下に示す如く不利な
構造となる．

・腹板枚数が多いため，ポストテンションケーブルの配置
に制約が多い（配置本数が少なくなる）

・フランジ枚数が多いため，フランジ増厚による経済的影
響が大きい（鋼重の増加が顕著）
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構造検討ＷＧの活動報告

《検討結果の考察》

■３主桁構造は床版厚の増加，鋼重の増加，応力低減効果が小
さいことより，２主桁構造に比べて採用メリットが無いと
判断できる．

■試算の結果，３主桁･２主桁･床版厚増厚ともに中間支点上
の床版引張低減対策は効果が期待より小さかった．
一方で，鋼桁･床版のコスト増には顕著に反応する傾向を把
握することができた.

以上より，中間支点上の負曲げ対策は下記の対応が効果的
であると考える．

・ポストテンションケーブルによる直接対策

・引張応力の制限値緩和など

※鋼桁剛性の増加や床版厚増加以外の対策が良いと考える
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構造検討ＷＧの活動報告

＜検討データ：検討モデル④～⑥によるポステンケーブル配置＞
・検討モデル④ 144本

・検討モデル⑤135本 ⑥130本 ※基本 @105mm配置は変わらない

@100mm

@105mm
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構造検討ＷＧの活動報告

＜検討データ：床版計算 検討モデル④～⑥＞
・検討モデル④

・検討モデル⑤ 検討モデル⑥
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主査・副主者名簿

部会 年度 担当 社名・氏名（敬称略） WG・リーダー

2022 主査 阪神高速　小坂 -

主査 オリコン　西川（本川）

副主査 大成建設　大島

主査 大成建設　大島

副主査

2022 主査 日本工営　仲村
構造検討WG：綜合技術　渡邉
適用支間WG：大日本　冨田
性能照査WG：長大　舘

主査 長大　舘

副主査 建設技術　光川

主査 建設技術　光川

副主査 IHIインフラシステム　宮地

2022 主査 鹿島建設　齋藤
製作WG：富士ピーエス　山口
材料WG：鹿島建設　一宮
施工WG：鹿島建設　齋藤

主査 鹿島建設　齋藤

副主査 -

主査 鹿島建設　齋藤

副主査

2022 主査 中央復建　丹羽 -

主査 ケイコン　松崎

副主査 カジマ・リノベイト　金子

主査 カジマ・リノベイト　金子

副主査 東京製綱インターナショナル　榎本
2023 -

広報部会

2024

2023施工部会
製作WG：富士ピーエス　山口
材料WG：鹿島建設　一宮
施工WG：鹿島建設　齋藤

-2023

事務局運営部会

2024

設計部会

2024

-

-

構造検討WG：パシコン　岩城
適用支間WG：大日本　冨田
性能照査WG：綜合技術　渡邉

2023

2023

資料番号 10-7

提出者 ⻄川委員

年 ⽉ ⽇ 2024年6⽉17⽇

第10回技術委員会
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2023年度予算執⾏状況
当初 執⾏済み

(第7回技術委員会） (2024.5末現在)
① 中間⽀点部の負曲げ検討 1,200,000 650,000 -550,000
② 性能照査・構造検討簡易解析 1,000,000 600,000 -400,000

2,200,000 1,250,000 -950,000

当初 執⾏済み
(第7回技術委員会） (2024.5末現在)

施⼯部会 ① ⼒学性能試験 800,000 500,000 -300,000

当初 執⾏済み
(総会議案書） (2024.5末現在)

① ホームページ 0 0 0 0
② 技術展⽰ 800,000 797,357 797,280 -2,720
③ 広告掲載 200,000 200,000 0 -200,000
④ 現場⾒学会 100,000 129,000 129,000 29,000
⑤ 技術セミナー 110,000 85,000 110,000 0
⑥ PR動画・パンフレット 900,000 1,067,000 1,067,000 167,000
⑦ ノベルティ 100,000 0 0 -100,000
⑧ 技術ミーティング 60,000 20,000 20,000 -40,000

2,270,000 2,298,357 2,123,280 -146,720

差分修正

修正 差分

広報部会

合計(消費税込み)

差分修正

合計(消費税込み)
設計部会
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2024年度予算案

① 中間⽀点部の負曲げ検討 550,000 昨年度の繰り越し分
② 性能照査・構造検討簡易解析 400,000 昨年度の繰り越し分

950,000

① 市販材料で構成するUFCの耐久性試験 720,000 前年度に⼒学的性能を確認
② ワッフル型UFC床版製造⽤型枠構造の検討 800,000 前年度に平板型UFC床版の製造歩掛り検討
③ 格⼦解析による鋼桁補強量の算定 1,290,000 前年度に床版割付図まで作成

2,810,000

① ホームページ 200,000
簡易な修正費⽤＋新規作成費⽤＋サーバーレンタル費
＋ドメイン管理費を含む

② 技術展⽰ 0
2024年度の出展は無し。
2025年度に改めて予算計上する。

③ 広告掲載 200,000
④ 現場⾒学会 200,000 ⼯場⾒学1回＋現場⾒学1回程度を想定
⑤ 技術セミナー 110,000 1回実施を想定
⑥ パンフレット 150,000
⑦ ノベルティ 100,000
⑧ 技術ミーティング 50,000 2回実施を想定

1,010,000

合計(消費税込み)
設計部会

広報部会

合計(消費税込み)

合計(消費税込み)

施⼯部会
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